
 

               

 

 

令和元年度政策研究グループの認定について 
 
 令和元年度政策研究グループを次のとおり認定し、研究・調査を開始しますので、お知らせ

します。 

 

１ グループ名 

  災害訓練在り方検討グループ 

 

２ 研究テーマ 

  災害関連死をなくすための新たな災害訓練モデルの検討 

 

３ 研究内容 

  大規模災害発生時には、大勢の住民が避難所に押し寄せると考えられる。中には、医療を

必要としたり生活環境に配慮が必要な住民も交じる。また、健常者であっても、衛生環境や

生活環境が悪化した場合、二次的な健康被害を起こし、災害関連死を招く可能性もある。 

そのため、避難所開設当初から避難所運営員と住民、避難所運営に関わる課、保健医療活

動支援チームなど避難所に関わる者全てが協力、連携し、健康維持に配慮した避難所運営を

行う必要がある。 

今回の研究では、理想的な避難所運営を実現するために、現在の災害訓練を検証すると共

に、先進的な取組を研究し、避難所に関わる各課の連携強化につながる複合的な災害訓練の

在り方を検討する。 

 

４ 今後のスケジュール 
６月～３月  研究・調査 

３月     報告書提出・市長報告会 

 

 

政策研究グループ制度の概要 

職員の自主的な研究の成果を施策に反映するなど、本市行政の効果的な運営に資するこ

とを目的として、平成９年度から政策研究グループ制度を設置し、取り組んでいます。 

 

【これまで事業化された主なもの】 

・窓口業務一部時間延長の導入 

   ・「男子イクメン推進事業」の実施 
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